
福岡県議会議員（博多区）

なくならない児童虐待 児相と関係機関、連携を

坪田：児童虐待相談対応件数が増え続けている要因は
何か。また、これまでの県の対策について伺いたい。
執行部：家庭の養育力の低下が、虐待行為につながって
いると考える。また、関係機関の児童虐待に対する意
識の高まりや、児童相談所との連携を進めた警察から
の通告も増えたことも、件数増の要因だ。県では、児
童相談所の児童福祉司を増員したほか、警察官、弁護
士、医師も配置した。また、全ての児童相談所に一時
保護所を設置し、機能強化のため個室化も進めている。
坪田：警察との連携強化の内容は。
執行部：児童相談所に警察官を配置し、助言や警察署と
の調整を担当させている。また、児童相談所との面会
を保護者が拒否した場合や、威圧的な要求等が想定さ
れる場合は、同行や立入調査などの対応にあたる。

　福岡県の児童虐待相談件数は毎年増加しており、
2022年度は2018年度の1.8倍となる1万2332件で、
過去最多でした。福岡県では全国ニュースでも取り上
げられるような痛ましい事件も起こっています。子ど
もであるがゆえに、被害が見えにくいのがこの児童虐
待の問題です。早期発見と適切な対応が、被害を食い
止めるための重要なポイントとなります。福岡県での
状況と対応について尋ねました。

県
議
県
議坪田すすむ坪田すすむ

決算特別委員会質疑

民主県政クラブ県議団

Vol.２Vol.２

坪田：ー部の自治体では、児童虐待に関する全ての情
報を警察と共有する「全件共有」が導入されているが、
福岡県の状況は？
執行部：児童相談所に配置された警察官とー緒に、全て
の虐待事案について内容を確認している。「重篤な事
案」は随時、「今後注意が必要な事案」は定期的に、
管轄の警察署に情報提供している。
坪田：県警以外の関係機関、学校や医療機関との情報
共有・協力体制の状況は。
執行部：児童相談所が通告を受けた
虐待事案のうち、地域による見守
りや支援が必要と判断したもの
は、市町村や児童相談所、学校、
医療機関などの関係機関で構成す
る要保護児童対策地域協議会で支
援している。
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　福岡県議会議員 ( 博多区選出 ) の坪田すすむです。９月定例会では、2022 年度一般会
計決算案など計 20 議案が可決され、７月の豪雨被害からの復旧・復興対策費約 415 億
円などを盛り込んだ総額約 515 億 9700 万円の 2023 年度補正予算案も可決され
ました。民主県政クラブ県議団からは、多発する豪雨災害への対応などについて
代表質問しました。私は決算特別委員会で質問し、児童相談所の対
応の問題、歩車分離・スクランブル交差点についてただしました。 坪田すすむ坪田すすむ
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児相と警察の連携強化へ






